
目的・趣旨｜ 
西洋古版本研究分科会は、私立大学図書館協

会東地区部会の研究部に属する組織です。現在、

８大学の図書館員８名からなるメンバーが、西

洋古版本を扱うための知識や技術について学

び、研鑽を積んでいます。 

日本の大学には、その歴史的経緯や先人の知

恵を後世に残すという使命から、西洋古版本を

所蔵しているところが少なくありません。西洋

古版本とは、15 世紀の活版印刷術の発明以降

から 19 世紀初頭までに印刷された本のことを

いいますが、それらは紙や活字、印刷や製本と

いった全ての過程が手作業で行われていまし

た。それ故、現存する古版本は同じタイトルで

あっても一つとして同じコピーは存在しませ

ん。各大学図書館に所蔵されている古版本の価

値を伝えるためには、単に所蔵情報を公開する

だけではなく、活字の種類や装丁などの詳細な

情報を提供する必要があります。そのためには、

各大学図書館において、西洋古版本関連の業務

に携わる館員が、適切な知識を持つことが望ま

れます。 

しかしながら、近年、特に私立大学図書館で

は、大学の人事政策の関係から、司書職の採用

を行うところが少なくなり、ジョブローテーシ

ョンによって事務職員を図書館に配属するケ

ースが増えているために、文字通りの「図書館

員」の数が減少していることから、前述したよ

うな知識を持った人材の減少や不足、知識の継

承体制の不備が懸念され始めています。 

当分科会では、このような点を考慮し、図書

館で既に古版本関連の業務を担当している人

だけではなく、これから古版本関連の業務を担

当する人たちなど、より多くの図書館関係者が

いつでもどこでも参照することのできるコン

テンツを作成して提供し、古版本に関する知識

について知ってもらえるようにすることを検

討しました。 

 

実施内容｜ 
 西洋古版本に関する知識を習得してもらう

ためには、どのような形式のコンテンツが最適

かを考える必要があります。 

 西洋古版本を扱う際には、料紙や活字、印刷

や製本の違いを見極めるための「見る目」が養

われていることが望ましく、実技を伴った形で

の研鑽が求められます。西洋古版本に関する知

識について書かれた本は国内外でも入手可能

ですが、和洋問わず、その多くが文章ばかりで

図版等が少なく、視覚的に、つまり「見る目」

が養われるようにできていません。そのため、

当分科会では、視覚的に学べる動画や画像をふ

んだんに掲載でき、情報の追加や編集にも融通

が利くウェブ媒体でコンテンツを作成するこ

とにしました。 

 コンテンツの作成にあたっては、基礎的な

HTML の知識があれば作成できるフリーのウェ

ブサイトテンプレートを使用しました。各掲載

項目については、各メンバーで分担し、資料収

集や調査の上、文章を作成したほか、全員で協

力して、古版本を扱って作業している様子を撮

影し、理論と実践を結び付けやすくするように

努めました。 

 平成28年度6月に開設したウェブサイトは、

現在、私立大学図書館協会のウェブサイト内に

設置されている、西洋古版本研究分科会の公式

ウェブサイト内から閲覧することができます。 
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実施成果｜ 
 当分科会は、通常、月に一回月例会を実施し、

そこで西洋古版本に造詣のある識者にレクチ

ャーを授けていただいたり、メンバー同士で持

ち寄った疑問点に関する解決策について話し

合ったりすることで、古版本に関する知識の習

得に励んでいます。毎回の例会を通して得た知

識は、各メンバーの知識であることはもちろん、

当分科会としての集合知でもあります。従来の

分科会では、会単位の集合知を分科会に参加し

たものだけが所属先に持って帰る、といった暗

黙知的な側面を強く持っていました。今回、ウ

ェブサイトを作成して、当分科会で蓄積した知

識を公にすることで、多くの人にとって西洋古

版本に関する基礎知識が学びやすくなり、図書

館における知識継承に貢献することができる

ようになりました。 

 
今後の展開・課題｜ 
 今後は、動画のさらなる充実や理解度を確認

するためのクイズ形式の項目を設けるなど、よ

り自学自習をしやすくするための方法につい

ても検討していくほか、分科会活動の動向や西

洋古版本関連の情報について周知するニュー

スページ作成、西洋古版本に造詣のある識者へ

のインタビュー記事の掲載についても検討し

ていきます。作成したウェブサイトが多くの人

の目につくことで、質問や意見、助言等が得ら

れやすくなり、結果としてより内容の洗練され

たものになっていくという期待があります。 

 また、大学図書館界全体のスキルアップ体制

の確立に寄与すべく、大学間の垣根や国公私の

垣根を超えた協働体制（より大きな集合知）の

在り方についても模索していきます。 

 
参考文献・URL｜ 
・西洋古版本について学ぶサイト 

http://www.jaspul.org/pre/e-kenkyu/ea

rly_p_book/abc-for-earlybooks/ 
 
連絡先｜ 
私立大学図書館協会東地区部会研究部 

西洋古版本研究分科会 

e-mail: early_p_book＠jaspul.org 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画撮影用の機材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員による動画コンテンツ作成の様子 
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